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「7.16 １０万人集会」 
 
 

を代々木公園へ 

柏駅集合１１時 

７月１６日(月) さよなら

原発１０万人集会が

代々木公園で行われま

す。九条の会･流山は

柏駅南口１１時集合で参加します。 ご一緒しません

か。首相地元の船橋や官邸周辺での集会には予想

を上回る人々が結集しています。当日は、この「９」の

小旗が目印です。 

原発の日本導入を急いだアメリカ 

戦後アメリカの原爆投下への批判が高まり、

1953 年アイゼンハワー大統領は「核の平和利

用」を呼びかける演説を国連でする。ところが翌

年３月１日のビキニ水爆実験による第五福竜丸の

被害が明らかになり、「広島、長崎に次ぐ三度目

の被害」という非難の声があがった。 

 日本の反応にアイゼンハワー政権は強い危機感

を抱き、「戦後最大の日米関係の危機」と位置付

け、早くも22日には、国防長官補佐官のアース

キンが「日本と原子実験」という文書を国家安全

保障会議の作戦調整委員会に送った。ソ連に対抗

するためには、「原子力エネルギーの非軍事的利

用での力強い攻撃」が必要だとのべ、アメリカ政

府が日本に原子炉を建設することを提案する。 

 ビキニでの被曝が判明してからわずか一週間。 

 アースキンの提案を受け、アメリカは「原子力

の平和的利用」を日本に導入する重要性はビキニ

事件でいっそう強まったと結論づけ、「水爆及び

関連する開発に対する好ましからざる日本人の態

度を相殺するための合衆国政府の行動のチェック

リスト概要」という文章を起草する。ビキニ事件

を鎮静化させるための対日戦略だ。 

この「チェックリスト」には、「日本人患者た

ちの持続する病状を、放射能であるよりは珊瑚の

粉塵の化学的な効果のせいにすることを追求す

る」などと書かれている。 その後、アメリカ政

府が 200 万ドルの「見舞金」を支払うというあ

いまいな形で、日米両政府はビキニ事件の政治決

着をはかり、結局アメリカ政府の公式見解では、

久保山さんの死因は「輪血による肝炎」とされ。

放射線の影響を認めなかった。 

 日本政府は、「見舞金」を受け取ってビキニ事

件を処理した後、日米原子力協定の締結に向けて

積極的に動きはじめることになる。 

雑誌「世界」2012.7 の山崎正勝氏のインタビューから 

「憲法」改悪ここからも 

原子力基本法に「安全保障目的」 

 原子力行政の憲法ともいわれる原子力基本法に

「我が国の安全保障に資する」との目的がひそか

に追加された。 

 日本は非核三原則を国是とし、歴代政権は核開

発の可能性を否定してきた。基本法は原子力の研

究、開発、利用を「平和の目的に限り」とし、「民

主・自主・公開」の原則を掲げている。自民党の

主張で「国の安全保障」を盛り込んだというその

狙いはこの方針の転換である。しかも「原子力規

制委員会設置法」の付則に潜り込ませて上位法の

基本法を改悪するという姑息なやり方だ。 

「我が国の安全保障に資する」との表現は、08

年の宇宙基本法にも盛り込まれた。そして、２０

日には、宇宙航空研究開発機構（JAXA）法から

「平和目的に限る」との規定を削除し、安全保障

目的で人工衛星などを開発できるように改正した。 
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またもや墜落、危険なオスプレイ 
  

 墜落事故が続く米

海兵隊の垂直離着陸

輸送機ＭＶ２２オス

プレイが近く沖縄の

米軍基地に配備され

る。 オスプレイは

NO.64でもお知らせしたとおり、主翼の両端に

ある二つのプロペラの角度を変えてヘリコプター

のように垂直に離着陸したり、固定翼機のように

高速で移動したりできる特殊な航空機である。開

発・試験段階で４回墜落し、計30人が死亡。実

戦配備後も今年4月にモロッコで墜落して２人が

死亡、6月になって米国で墜落した。 

◆不具合なくても墜落 

 それでも日本政府は予定通り沖縄へ配備する方

針。モロッコでの事故で、防衛省は「米国から『機

体に不具合はなかった』と連絡を受けた」という。

不具合がなくても墜落するならなお不安だ。 

 事故率について、日米両政府は「平均を上回る

安全性を有している」と発表したが、米国の技術

系専門サイトは少なくとも四件の事故が除外され

た可能性があるとすっぱ抜き、地元紙の沖縄タイ

ムスが報道して公になった。 

◆安全性への疑問 

 安全性は米国でも疑問視されている。米国防総

省でオスプレイの首席分析官だったレックス・リ

ボロ氏は2009年6月、米下院の公聴会で、エ

ンジン停止した場合、空力でプロペラを回転させ、

安全に着陸するオートローテーション機能に「欠

陥がある」と述べた。滑空できる固定翼モードへ

の移行も「試みてはならない」との決まりがある

とし、墜落する可能性が高いことを証言した。 

 オスプレイの配備をめぐり、沖縄 41 市町村の

全議会が反対決議をした。基地に関する問題に正

面から向き合わず、小手先でかわすやり方は限界

に来ている。    （東京新聞より） 

沖縄では全県挙げてオスプレイ配備反対で、森本防衛

大臣も説得にお手上げとも伝えられます。オスプレイの訓

練場はグリーンルート、ピンクルートなどといって本州青

森まで入っています。空中給油も出来るため、どこまで拡

大するかはわからない。本土からもエールが必要です。 

被災地東北地方とアメリカの関わりは？ 
 
４月末に野田首相は訪米し日米会談をした。そ

のなかでいくつかの声明が出ているが「ファクト

シート：日米協力イニシアティブ」ではこういう。 
◎日米両国は東日本大震災の被災地の復旧・復興

を支援するため．東北グリーン・コミュニティー

アライアンスを立ち上げる。日米両国は東北地方

において，クリーン・エネルギー技術の開発・展

開，及びグリーン・コミュニティの建設を促進し，

その経験を通じ，より広く両国において協力する。

日米両国は地域でのクリーン・エネルギーの取組

を促進するために下記の新たな「トモダチ・イニ

シアティブ」交流と連携して．東北地方の人々が

参加する人的交流を増加させるために取り組む。

また，日米両国は東北地方の機関が参加する形で

日米共同の研究開発を促進し．政府と産業界のパ

ートナーシップの中で．コミュニティ規模のマイ

クログリッド・システムの開発・展開のために協

力する。 

アメリカ主導で原発を急いで導入した結果、昨

年事故が起こった。その被災者救出などに「トモ

ダチ作戦」として米軍を投入。こんどはクリーン・

エネルギーの取組やグリーン・コミュニティの建

設などで協力しようというが、経済や技術でどこ

まで日本が主体性を維持できるのかが問題では？ 

ＭＯＯＴＷをご存知ですか。「戦争ではない状

況における軍事作戦」、英語で Military 

Operations Other Than War,つまり戦争以外の軍

事作戦という米軍の戦闘ドクトリンにおける概念

のひとつで、近年、非常に注目されてアメリカが

力を入れているものです。 

定例駅宣伝 

７月９日(月) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺☺ 

カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山無  

流山における 1000 万人署名の、5 月末時点で

の集約数は、4338 筆でした。ご協力有難うござ

いました。まだお手元に署名がありましたら世話

人までご連絡下さい。 


